
2023年　6月12日(月)～6月14日(水)  実施 

修学旅行 
(徳島～兵庫～大阪) 

事前指導 



修学旅行の目的

1.集団生活の中で自己の役割を自覚し、自主的に責務
を果たすことによって学年の和をはかり友情を深める。 

2.阪神-淡路大震災の歴史にふれることで減災について
学び、今後の生活に活かす。 

3.自然環境や生命・芸術について学び教養を深める。 



注意事項　　1.旅行前の準備

・旅行中は体力を消耗するので、睡眠や食事に注意し、健康管理に努める

　⇒移動も多く、折角の修学旅行を楽しめなくなるので気を付ける。

・集合場所や集合時間はあらかじめ確認し、余裕を持って集まれるように交通手段・時刻表を

確認する。

　⇒交通状況は常に変動するので、時間に余裕をもたせること。

・持ち物は、余裕を持って用意し、必要に応じて自分にあった常備薬を持参する。

　⇒紛失などある可能性もあるので、必ず持参する。



注意事項　　2.集合・解散時の注意

・集合時、班長は班員の人数を確認し、引率教員に報告する。

　⇒時間に余裕を持って５分前に集合する。自主的に点呼を行う。

　　点呼の流れ：班長→引率教員(担任)→総責任者

・解散は再集合時間・場所・人員を確認し、一斉にする。

　



注意事項　　３.乗車・下車の注意

・乗り物に酔いやすい生徒は、乗車前に酔い止めを飲むこと。

　⇒気分が悪くなったら早めに班長を通じ、引率教員に申し出る。

・走行中のバスでは飲食をしない。

　バスガイドの説明は静かに聞き、１つでも多くの知識を学び取る。

　

・乗車・下車が完了したら班長は点呼をする。
水分補給のみ可
当日は暑くなる可能性が高いので適
宜水分を摂る



注意事項　　４.ホテルでの注意①

・しおりに自分の部屋番号を記入しておく。

　⇒非常口の位置を確認し、いざという時に備える。

・廊下はパブリックスペースなので、制服で歩く。

　⇒寝巻やジャージで出歩かないこと！

・食事の時は、制服正装とする。

・室内は、整理整頓し、忘れ物をしないように自己管理を徹底する。

　⇒１日目と２日目でホテルは別。物をなくさないよう部屋を散らかしすぎない。



注意事項　　４.ホテルでの注意②

・エレベーターの使用の制限があるので、指示に従うこと。

　⇒１日目…少ないが利用した方が良い

　　２日目…他の利用客もいるため、周囲に注意をする

・一般客も多いので、言葉遣いや行動には十分注意する。

　⇒部屋や廊下で騒ぎ、一般客の方が不愉快にならないよう配慮する。

・ホテル内の電話やルームサービスは使用禁止とする。

・保健室の利用は原則9時まで。利用時は班長を通じ引率教員に申し出ること。



注意事項　　５.自由時間の注意

・身だしなみを整え、女子高校生にふさわしい品格を持つ。

・仲間意識を忘れず、自分だけの世界に入らず、周囲に気を配る。

　⇒個人旅行ではないので、勝手な行動は慎むこと。

・定められた時間、場所を守り、単独行動をしない。

・売店では、誤解されるような行為をしないこと。

・わからないこと、不審なことがあったら担任に聞く。



注意事項　　６.その他①

・歩行は原則として2列とする。広がって歩かない。

　⇒私語や大きな声を出すことは慎む。一般の方に迷惑をかけない。

・健康保険証は紛失しないよう自己管理する。

・私物、土産には名前を書いておく。

・違反物はすべて没収する。高価なものであってもその場で破棄する。

　法に触れる行為を行ったものは旅行を中断し、保護者に迎えに来ていただく。

・持ち物、貴重品は自己管理する。

　⇒ホテル・バス内であっても不用意に置かない。



注意事項　　６.その他②

・手荷物を入れるカバンは学校指定のスクールバッグか、異装申請を出している

　カバンに入れる。

　⇒紙袋や指定外のスクールバッグは禁止とする。

・土産用であっても、酒・タバコ・ライターは購入しない。

・健康管理は自分で行うこと。睡眠時間や食事は自分でコントロールする。

・点呼後に部屋を移動しない。



注意事項　　７.航空機搭乗時の注意事項①

・搭乗までの手順は以下のとおりである。

　⇒チケットを受け取る→ボディチェック(手荷物検査)→搭乗口

　　→時間までゲート前で待機

・搭乗ゲート前で搭乗を待つ時間があるが、その際は座席に座り、静かに時間まで

　待機していること。

　⇒チェックインから搭乗まで時間がかかる。飲みものをこのタイミングで買うと◎

・ボディチェックの際は貴金属を身に着けない。



注意事項　　７.航空機搭乗時の注意事項②

・機内では、通路に立ち止まらない。

　⇒一度席に着いてから、手荷物を頭上の荷物入れに入れること。

・機内では、決して立ち歩かない。

　⇒トイレ以外は必要がない限り席に着き、シートベルトをしめる。

☆マナーに十分注意し、一個人として恥ずかしくない行動をとること。



手荷物用の小さなカバンについて

・チャックなどで蓋が閉まるもの

　⇒防犯対策のため

・スクールバッグは指定用品以外は禁止

　⇒修学旅行は学びの旅行であること、

　　本校の生徒であることを自覚すること ✕

✕



手荷物

・身分証明書、保険証・カード

　⇒貴重品なので常に携帯。紛失しないようにする

・しおり、筆記用具

　⇒修学旅行の情報が載っているので必ず携帯

・ハンカチ、ティッシュ、生理用品、常備薬

　⇒何かあったときに役立つ。予備を大荷物に入れ忘れたのであれば必ず持ってくること

・小遣い

　⇒1万円以内とする。大金はトラブルの元

地域クーポンもらえる！

　徳島：2000円

　大阪：2000円



手荷物

・ペットボトルのお茶

　⇒水分補給はしっかりと行う

・バンドエイド、体温計、除菌シート、ジェル

　⇒自分の衛生面を守るために必要

・マスク(３日分)

　⇒公共交通機関を利用するため持参推奨

・エコバック

　⇒チャックなどで閉じられると◎

３日目で購入したものは全て手荷物で持ち帰る
移動中の防犯のために、袋口が閉じられると良い



手荷物

・指定ニット

　⇒飛行機や夕方～夜など、肌寒い時の防寒用。任意持参

・モバイルバッテリー

　⇒移動が多いため、非常用として持ち歩くと良い

　　手荷物検査時注意。荷物の外に出すように指示されたら出すこと



羽田空港集合時　注意事項

場所：羽田空港第1ターミナル　地下1階　太陽の塔

時間：8時15分

ターミナルがとても広いので余裕を持って集合する。

　⇒場所が分からなければ、

　　空港の人に「太陽の塔に行きたいです」と伝えると良し

集合できたら移動するため、お手洗いを済ませておくこと
バスターミナル方面

東京モノレール方面
京急方面



羽田空港集合時　注意事項

・自家用車での送迎やリムジンバスで集合する際は注意

　⇒当日の交通状況により、到着時間に大幅なズレが生じる可能性がある

・電車で集合の場合は混雑に注意して集合する

・集合したら班ごとに点呼を取り、クラスごとに１列で並び、搭乗券配布

　⇒点呼後、班長は引率教員に報告をする

・著しい風紀違反者は自宅に戻され、当日欠席となる場合がある

　⇒服装を今一度自分で確認すること

・当日の遅刻、欠席の連絡は直接指定の電話番号に連絡する

　⇒学校に連絡しても引率教員は誰もいない

電話番号
090-2636-8004



【１日目】羽田空港

・結団式後、手荷物検査場に移動

　⇒飛行機に乗り込むクラス順に移動する

　　その都度声をかけるので、引率教員の指示を良く聞くこと

・搭乗券をなくさないように注意をする。友達に預けない

　　道中お手洗い等あるが、検査後にもあるため勝手に寄り道をしないこと



【１日目】羽田空港

・手荷物検査のやり方が２０２２年１月から変わった

電子機器や液体物を取り出さなくても OK
スタッフの指示に従って行動する



【１日目】羽田空港～搭乗中

・手荷物検査後搭乗口へ移動

　⇒お手洗いを済ませ、時間になったら飛行機に乗り込む

・機内ドリンクサービス有り

・機内でできるだけお手洗いを済ませる

　⇒この後昼食時までお手洗いのチャンスが無いため注意



【１日目】徳島空港～うづの家

・飛行機を降りた後速やかにバスへ移動

・うづの家(昼食会場)付近に到着

　⇒バスから降りる際服装のチェック。下車後、少し歩く

・お店に入る前にクラスごとに集合写真撮影

　⇒６クラス分撮影するため速やかに並ぶ

・昼食会場ではクラスごとに着席

　⇒合図が入ってから昼食を摂る

船酔いする人はここで酔い止め
を飲むこと

食物アレルギーの生徒は注意
席の指定やメニューの指定があるため、教員や
添乗員の指示をよく聞くこと



【１日目】うずしお観潮船

・うづの家からバスで移動。すぐに到着する

・観潮船ではカメラの扱いに注意

・必要以上に船から体を出さないこと

・船内はお手洗いもあるが、揺れるので注意

・周遊後、バスに乗り込み移動



【１日目】北淡震災記念公園

・兵庫県南部地震(阪神-淡路大震災)で出現した野島断層保存

　館がある。断層をありのままに保存している

・右の写真は記念館入口にある国道43号線が倒壊したとき

　の再現模型。実際に見てみること

・活断層の真横でもほとんど壊れなかった家もある

・お手洗いを済ませ、バスでホテルへ移動する



【１日目】鳴門グランドホテル海月

・ホテル到着後、お食事処たい庵で大荷物を受け取る

　⇒班長と同室の人は班長の分も持って部屋に移動

・班長は到着後、班長会議

　⇒班員は部屋を移動せず、待機すること

・夕食会場へ、正装で鍵を持参し部屋ごとに集合する

　⇒アレルギー対象の生徒は注意

・ホテルのカギは、部屋長が大切に管理すること
夕食時、徳島の地域クーポン
2000円分を配布する



【１日目】鳴門グランドホテル海月

・夕食後は各自入浴

　⇒各部屋の風呂を使用する

　　大浴場も使用可(19時30分～21時15分)

・21時30分　点呼

　⇒点呼後は部屋を移動せず、明日に備えて就寝する



【２日目】鳴門グランドホテル海月

・7時　起床(モーニングコール有)

　⇒身支度を整えて、7時30分までに朝食会場へ移動する

　　・食事後、各部屋に戻り大荷物をまとめる

　⇒ホテルには戻ってこないので忘れ物がないようにする

・お手洗いを済ませてから大荷物を持ちバスへ移動

　⇒班長は鍵を持参し、ツアーデスクに返す

・9時15分　ホテル発



【２日目】大塚国際美術館

・入館後システィーナ礼拝堂で2クラスごとに集合写真撮影

　　・資料にあるチェックポイントに、各クラスの集合時間を守り集まること

　⇒時間については当日指示をする

・徳島の地域クーポンは大塚国際美術館までで使用すること

　⇒次の目的地は兵庫県になるため、使用でき

　　なくなる

・お手洗いを済ませて、地下3階古代ホールに集合

・カフェ利用はなし。自動販売機の使用可



【２日目】大塚国際美術館

https://docs.google.com/file/d/1AQ82_kynEWKJ8HTK59yBTncDoEiGxNIU/preview


【２日目】大塚国際美術館

・右の写真は、フェリシア

　幼稚園の壁　　

　⇒これも陶板でできている　　



【２日目】大塚国際美術館

・フェリシアこども短期大学

　にも陶板がある　



【２日目】大塚国際美術館

・フェリシアこども短期大学

　にも陶板がある　



【２日目】淡路ハイウェイオアシス

・徳島～兵庫の道中にあるSA

　　

・売店での購入可。滞在時間が短いので注意

　⇒ここから地域クーポンは使用できないので注意

　　食べ物の購入は無し

・クラス毎に席に座って昼食を摂る

・お手洗いを済ませて出発



【２日目】人と防災未来センター

・阪神-淡路大震災の経験と教訓、防災・減災の大切さを21世紀と世界に発信する施設

　　

・売店での購入可

・2班に分かれて講話と見学を行う

　⇒1・2号車：講話→見学

　　3・4号車：見学→講話

・お手洗いを済ませて出発

　⇒高速に乗る

・見学の際は西館4階→3階→2階と移動する



【２日目】海遊館

・「旅するように楽しもう。」がコンセプトである日本最大級の水族館

　　

・出発時間に注意

・館内が非常に広いため、クラス毎に移動していく

　⇒列を形成し、担任先導のもと移動する

・売店での購入可

　⇒ただし、食べ物の購入は無し



【２日目】ホテルユニバーサルポート

・到着後バス内で館内案内とカードキーを受け取る

　⇒エレベーター使用時にカードキーが必要。大荷物を持って客室へ　　

・夕食後、会場内で大荷物の宅配について

　お知らせ

　⇒班長はそのまま残り、班長会議

・夕食会場は2階。クラス毎に着席。夕食はビュッフェ形式。しおり持参

　⇒客室→エレベーターで1階→階段で2階

エレベーターは1階と3
階のみに止まる

アレルギー対象の
生徒は注意



【２日目】ホテルユニバーサルポート

・宅配資材を使って、大荷物をまとめる

　⇒翌日朝に準備するものを最低限にする　　

・22時　点呼

　⇒点呼後は部屋から出ない

　　翌日もあるのでしっかりと寝ること

・入浴は各部屋の風呂を利用する



【３日目】ホテルユニバーサルポート

・6時　起床(モーニングコール有)

　⇒服装を正し、朝食会場へ

・鍵をツアーデスクに返す

・朝食を済ませたら大荷物をまとめ、準備ができた人からツアーデスクへ

　⇒駐車場で大きな荷物をトラックに

　　預ける



【３日目】ユニバーサル・スタジオ・ジャパン

・9時　開園予定

　⇒ホテルから徒歩で移動する

・入口前の広場でチケット＆クーポン2000円分を配布

　⇒クーポンはUSJのみでしか使用できないので注意

・園内は大変混雑しているので、事前に回りたいエリアなど

　調べておくと良い

　⇒班員が散り散りにならないように注意



【３日目】ユニバーサル・スタジオ・ジャパン

人気エリアに行きたい人はこういったものもある
ので活用しても良い



【３日目】ユニバーサル・スタジオ・ジャパン

・昼食までUSJで済ませること

　⇒再集合の時間に注意すること

　　このあと新幹線に乗車するため時間厳守

・園内で何かあった際は事前に伝えている連絡先まで連絡す

　ること

教育旅行の一環として訪問す
るため、全力で楽しむのは個
人旅行で！

・13時30分　入口前の広場で再集合

　⇒列を形成し駅へ向かう

　　時間の関係上、道中立ち寄り禁止



【３日目】ユニバーサルシティ駅～新大阪駅

・1両2クラスずつ乗車

　⇒在来線のため、混雑が予想される

　　乗車の際は乗車マナーを守ること

・ユニバーサルシティ駅～西九条駅(2駅)

　西九条駅～大阪駅(2駅)

　大阪駅～新大阪駅(1駅)

・担任が先頭に立ち、引率

　⇒遅れずについていくこと

すぐに到着するので注意



【３日目】新大阪駅～新横浜駅

・在来線から新幹線のホームに移動

　⇒距離があるので遅れずについていく

・新幹線がホームに入り次第乗車

　⇒乗車マナーを守ること

・乗車後、団体乗車票を担任から配布

例



【３日目】新大阪駅～新横浜駅

団体乗車票について

・新横浜から横浜市内のJR区間に適用さ

　れた券

・右図のJR内であればこの券のみで移動

　ができる

・JR以外の路線を利用する場合は自己負

　担になる

(　)内の駅は横浜市内ではないので利
用できない



【３日目】～新横浜駅

・到着20分前になったら荷物をまとめ始める

・到着後、速やかに下車

　⇒新横浜駅は終点駅ではない。また、他の利用客もいるためマナーに注意

・下車後、ホームで列を形成して移動

　⇒改札口を出た所で流れ解散


